
拠点病院が未整備の状況が継続すると、緩和ケアの普及や地域連携クリティカルパスの  

整備等にも支障を生じかねない。  

○ これまで放射線治療を行う病院のなかった同圏域で、今回推薦する市立西脇病院が‖   

月1日より放射裸治療を開始することとなり、放射線治療を含む集学的治療の提供が可   

能となった。  

○ 市立西脇病院のがん入院患者数は、平成17年384名であったものが、平成柑年は574   

名と増えており、放射線治療の開始及び地域の医療機関との連携強化により、今後も大   
幅な患者の増加が見込まれる。  

（3）丹波圏域  

丹波圏域では、必須指定要件を具備している「兵庫県立柏庶病院」を推薦します。  

丹波圏域は、本県の中東部に位置しており、本県の捻面積の約10％を占めています。日   

本列島のはぼ中央に位置しており、中間的な気候（年平均気温約15度、年平均降水量約  

1，700mm）を示しています。  

丹波圏域において、年間新入院がん患者数がl，200人を超える病院はありませんが、以   

下の理由からがん診療連携拠点病院の整備が必要な圏域であると考えます。  

○ 本県のがん診療連携拠点病院は瀬戸内海沿岸に集中しており、中間山村部においても  

拠点病院を整備すべきであると「ひょうご対がん戦略会議」や県議会、がん患者会から  

強く求められている。  

○ 丹波圏域では約70％の県民が同圏域でがん治療を受けているので、当該圏域の身近な   

医療機関で質の高いがん医療提供体制を構築する必要がある。  

また、他の圏域の拠点病院と丹波圏域の病院・診療所との連携が希薄であるため、拠   

点病院が未整備の状況が継続すると、緩和ケアの普及や地域連携クリティカルパスの整   

備等にも支障を生じかねない。  

○ 丹波圏域のがん死亡率は287．8（平成17年）と全県値263．8（平成17年）を大幅に上   

回っている。「がん対策推進基本計画」の「全体目標」である「今後10年間で75歳未満   

の年齢調整死亡率の20％減少」や、「兵庫県がん対策推進計画」の「全体目標」に掲げ   

る予定の「平成ユ7年を基準に75歳未満のがん死亡者を平成24年に900人減少」を達成   

するためには、拠点病院を整備して、死亡率低減効果の高いがん医療水準の均てん化を   

図る必要がある。  

○ 県立柏原病院のがん入院患者数は、平成17年4i8名であったものが、平成柑年は493   

名と増大している。同院は「がん診療推進委貞会」を設置して、同院全体でがん診療の   

充実に努めており、今後も、地域の医療機関との連携強化を通じて、大幅な患者の増加   

が見込まれる。  
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4 本県におけるがん診療連携拠点病院を中核としたがん医療水準の向上（均てん化）について   

今回推薦している3病院を含めた本県の「がん診療連携拠点病院」の地理的分布と全県的  

な特徴を有する病院は下図のとおりとなります。  

匡≡∃＝今回推薦病院  

＝＝地域型拠点勅、つ  
全県的な持場蓉有する病院   

（ ）＝地峡型拠点病院（含む都道府県型〉  
（2次医療圏憬でがん診療連携  

の中核となる南船  
但 馬 圏 域  

（公立豊岡㈲  

県立梅原病院（今回推薦）  

北播磨圏域  
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がん診療連携イメージ図  

神戸医療産業都市  

全県相談支援センター  
（院内がん強靭   

（
2
次
保
健
医
療
圏
域
）
 
 

出弓異型地域法和  
ケアチームの設置  

化学療法・  
等lこ関す柳確  

壌和ケアチーム   
の設置  

在宅ターーミナルケアチ「ム  

ホーム  
ヘル／ト  

訪問看護  
ステーション  

患者一 家族  

一137－   



－138－   



推薦意見書の漆付資料（兵庫県）  

「兵庫県がん対策推進計画」に記載される事項（予定を含む）について  

（1〉兵庫県のがん医療提供体制  

（2）兵庫県がん対策推進計画（案）におけるがん診療連携拠点病院の役割  

、■■■■【‾■‾‾■一｛十  「 TT一■■■▼W   ■‾＝＝「■‾r「‾‾‾－‾JJ■～  

■！－「「一■      ≡丁「±丁 ど有識者・患者団体等を含む検討の有無  ①協議会にお  整備方針の決定過程  

（例えば、（か協議会にお  
ける検討など有識者・患  

者団体等を含む検討の  

有無②現地調査や病  
院関係者からのヒアリン  

グの有無③国の整備  
方針を上回る選定基準  

の有無④当該整備方  
針の次の見直し時期）を  

簡潔に記載すること   

な  

書2ページに記載済〉   

・「「ひょうご対がん戦略会議」・（有識者、関係団体、がん患者団体等で構成）   
の議論、空白圏域を解消すべきといった県鼓会やがん患者会からの意見   
を踏まえ」と明記。   

・（補足説明）11月21日に開催した「がん患者会団体等連絡会」（県内のがん   

患者らでつくる12団体の集まり）に対する計画案の説明会においても、本県   
拠点病院の整備方針に関する賛同を得ている。  

②現地調査や病院関係者からのヒアリングの有無（推薦意見書4…5ページに   

記載済〉  

一拠点病院の空白圏域に関して、平成16年に本県が実施した医療需給調査  

結果を明記。（「北播磨」「丹波」圏域で約70％の県民が同圏域でがん治療  

を受けている）  

・また、今回の推薦にあたり、該当病院に綿密なヒアリングを実施した。  

③国の整備方針を上回る選定基準の有無   

・集学的治療の推進や、手術療法と比較して不足している放射線治療医の  
育成等を図る観点から、放射線治療を実施している病院を推薦。  

④当該整備方針の次の見直し時期  ・次回の更新時期までに見直しを行う予定。  
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全ての拠点病院において、5年以内に、各圏域でがん  

労働省から提示予定のある援和ケア研修プログラムに  
準じた2日間コース40人×年6回×10圏域×5年間）  

携拠点病院に設置していく。  

整理して、相談支援センターで共有する。  

た相談対応を図る。  

のがん情報の提供を行う。  
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放射線治療・化学療法治療及び日本がん治療認定医桂罵における専門医の配置状況（参考資料①）  

【放射詮治療専門医の配置状況】（20D7年4月現在）  

神戸大  

県立が んセン   学区学   民病院  同病院  路病院   

病院  央市民 病院   

瞳  4   4   0   D   2   0   日本放射線  

先端医療センター1  

神鋼病院1  

鐘紡記念病院1  

病院・   

市立伊丹病院1  

拠点病院以外の病院の酉己置状況  西神戸匡疲センター1  

県立粒子線医療センター2  

兵庫県予防医学協会但診センター1  

県立西宮病院1  

兵匡医現大学病魔」  

（東京都77、大阪府47、北海道33、神奈川県32、千葉県30に次いで兵庫県は家6位）県内合計  

全国合計  

【化学療法専門医の配置状況】（20D7年4月現在）  

2†名（約5％）  

54之名  

県立が んセン  神戸大 学区学  神戸市 立医療セ ンター中  関西労  近畿中  姫路赤十  【ヨ立姫 路医療  赤穂市  公立豊  県立淡   ター  部附属 病院  央市民  
病院   

苧  Z   Z   0   0   D   0   ロ   D   D   0   日本臨床経癌  

拠点病院以外の病院の配置状況  なし  

（東京執7、大阪桁ほ、愛知県1l、福岡酎I、岐阜県9、岡山酎一宮城県7、神奈川県5、広島県Sに如、で兵庫県は1地） 県内合計  

全国合計  

【日本がん治療認定棍括関連】（2DO7年7月現在）   

4名（3．2％）  

126名  

神戸大  
県立が んセン   学区苧   国立姪  

民病院  同病院  路病院   立直疫セ ンター中  関西労  近監中  姫路赤十   路医療  赤穂市  公立豊  県立淡   ター  部附璃 病院  央市民 病院  災病院  央病院  亭病院  センター  

認定医櫨構暫定教育医   1之   14   5   5   0   5   之   0   D   4   

西神戸医療センター 5  

国立病院堆積神戸医療センター1   

隈病院 3   

先端医療センタrl   

県立こども病院 2  

神飼病院1  

社会保険神戸中央病院1  

兵庫医科大学玩陽⊥生ユ  

県立西宮病院 4  

合志病院1  

西宮協立脳神経外科病院1  

拠点病院以外の病院の配置状況  尼崎医療生協病院1  

宝塚市立病院 2  

宝塚第一病院1  

県立加古川病院1  

姫路中央病院1  

新日録広畑病院 3  

県内合計  

全国会計  

11き名（6．1％）   

1．937名   
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兵庫県がん診療連携協議会の活動状況（参考資料②）  

月時   活 動 内 容（今後の予定も含む）   

平成19年2月28日  協議会設立に向けた意見交換（拠点病院の院長と兵庫県）   
平成19年5月19日  第1回「協議会」開催   

平成19年6月7日  第1回「幹事会」開催   

平成19年6月30日  第1回「研修・教育」部会開催   

平成19年7月7日  第1回「情報・連携」部会開催  

第1回「緩和医療」部会開催   

平成19年7月26日  第1回「がん登録」部会開催   

平成19年9月29日  第2回「協議会」開催  

外来化学療法セミナー開催（「研修・教育」部会主催）  

第2回「研修・教育」部会開催   

平成19年10月13日  がん登録推進セミナー開催（「がん登録」部会主催）   

平成19年10月27日  相談支援事業推進セミナー開催（r情報・連携」部会主催）  

第2回「情報・連携」部会開催   

平成19年11月10日  緩和ケア推進セミナー開催（「緩和医療」部会主催）  

第2回「緩和医療」部会開催   

平成20年2月16日  第2回「緩和ケア推進セミナー開催予定（「緩和医療都会主催）   

平成20年3月1日  放射線治療に関するセミナー開催予定（「研修・教育」部会主催）   

平成20年3月13日  市民向けがん情報セミナー開催予定（「情報・連携」部会主催）   

【協議会委員（議長：県立がんセンター院長 幹事長：県立がんセンター参事）】  

・がん診療連携拠点病院長  

・協力病院長（兵庫医科大学病院、市立西脇病院、県立柏原病院）  

・兵庫県医師会長  

・兵庫県歯科医師会長  

・兵庫県薬剤師会長  

・兵庫県看護協会長  

・兵庫県放射線技師会長  

・兵庫県健康生活部長  

・患者団体代表  

・県立がんセンターの参事  

【協議会部会の担当業務】  

部 会名   担 当 業 務   

「研修・教育」部会  ・抗がん剤治療等の専門医療人の養成  

・研修計画  

・診療支援医師の派遣調整   

卜情報・連携」部会  ・情報提供  

・がん医療に関する情報交換  

・クリティカルパスの整備   

「がん登録」部会  ・統計  
・県内のがん登録データ分析・評価   

「緩和医療」部会  ・緩和医療、ホスピス等との連携体制   

【参 考】  

厚生労働省「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針J  
O都道府県がん診療連携拠点病院は、都道府県の中心的ながん診療機能を担い、下記の機能を有すること。   

都道府県がん診療連携協議会を設置し、当該協議会は下記の事項を行う。  
①地域におけるがん診療連携体制等がん医療に関する情報交換を行うこと。  
②都道府県内の院内がん登録データの分析、評価等を行うこと。  
③都道府県レベルの研修計画、診療支援医師の派遣調整を行うこと。  
④地域連携クリティカルパスの整備を行うことが望ましい。  
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兵庫県がん診療連携協儲金 幹事・部金員等名簿（平成19年7月26日現在 ※ヨ副部会長）  

lA）研修・敵背部会   l射 精穣一連携部会   lClがん萱綾部会’  一くD） 緩和医標部会  

部会長 小林 研ニ   部会長 高塚 雄一   部会長 鷲見  宏   部会長 湯浅 志郎   

小林 研ニ （A）   小林 研ニ   中西 和代   井上 典子   沖  由江  

（副院長）   （地域医療係長）   （診療情報管理係主任）   （主任看穫師）   

阻西労災病屑   高塀 雄一 （B）   天野  膵（※）   和田 安産   和田 安産（※）   辻本 浩  

（副院長）   （副院長）   （医療情報部長）   （医凍情報部長）   （心療内科副部長）   

神戸大学医学部   杉村 和朋   南  博信（X）   丹生 健一   藤津 正人   西村 善博   

附属病偏   （放射線科教授）   （腫瘍内科特命教授）   （耳鼻咽喉・頭頚部外科教授）   （泌尿器科教授）   （呼吸器内科准教授）   

神戸市立医療センター   細谷 亮   稲 垣子（※）   高橋  豊   岩田 奈実   

（外科部長）   （地域医療推進課長）   （呼吸器外科部長）   【がん痔痛看旗擢定着削市）   

姫路赤十字病院   湯浅 志郎 （D）   佐藤 四三   大霜  章   山崎 よし子   北山 さゆリ  

（副院長）   （第一外科部長）   （企画情報課長）   （医事吉第長）   （看睦係長）   

姫路医療センター   大歳 雅洋   丸田  力   川口 真嗣   出口 直孝   柴田 知里（※）  

（副院長）   （放射綿科医長）   （経営企画室長）   （算定・病歴係長）   （副看護師長）   

赤穂市民病院   背光  章   小野 成樹   中島 卓也   藤木 靖成   ∧杉 まゆみ  

（副院長）   （診疾部長．消化器科部長）   （医事課医事サービス係長）   （医療課診溌情報管理士）   （主任者牲師】   

県立淡路病屑   栗栖 茂   国東 ゆかリ   枯木 雅彦   関  誠   中野 ちはる  

（部長（地域医療連携担当））   ．（薬剤部次長）   く外科部長）   （総務部次長兼医事課長）   （看護師）   

坪野 充彦   石岡 武男   林  和子   森本 七重  

く管理部次長）   （病歴管理亀・主任）   （総看鞍部長）   

秋山  治   福永 智栄  

的科呼鵬・RCU棚鮒良鳩黎  （ペインクリニック部軸畝）   

鵬緋細部長一がんセンター長泉任】）   

市立西脇病院   岩井 正秀   木村  充   徳周 成美   7k杉 達唱   戸島 和彦  

（副院長）   （医療技術局長）   （地域連携皇室長補佐）   （医事澤長）   （診療局長）   

県立柏原病院   藤原 澄夫   鹿島 孝子   山口 美晴   村上 久直   古川 真弓  

（検査一放射線部長兼部長（医  （薬剤部次長）   （看護部次長）   （医事諌長）   （看護師）   

碩安全性当）・診珠部外料部長）  

兵窪県欄康生活部   驚見  宏 （C）   波浪 克幸   波連 克幸（※）   小林 誠（※）   渡追 究幸  

く疾病対策牒長）   （疾病対韓喋主査）   （疾病対策課主査）   （く財）兵庫県健康財団）   （疾病対策課主査）   

県立がんセンター   足立 秀治   西村 隆一郎   黒木 みちる   村田 洋三   池壇．淳一（※）  

く参事、医療情報部長）   （副院長、研究部長、学術  く看護部次長）   く地域医寵連携部長）   く緩和医療担当部長〉  

委員会委員長）  

t  
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兵庫県がん診療達携協議会（※）「研修・教育」部会主催  

「外来化学療法セミチー」の開催  

1 目  的   

国の「がん対策推進基本計画」においては、重点的に取り組むべき課題の一つとして「放射線   

療法及び化学療法の推進」が挙げられ、その成果や達成度を計るために、「すべてのがん診療連   

携拠点病院において、5年以内に、放射線療法及び外来化学療法を実施できる体制整備」をr個   

別目標」としています。   

そこで、本協議会は、このたび、「外来化学療法」に関する最新事例の紹介や現状と課題の分  

析、上手な運営方法などの発表一意見交換を通じて、同療法部門の充実強化に資することを目的  
としたセ草ナーを開催する声ととしました。   

化学療法に従事する関係者の方々のご参加をお待ちししています。  

2 日  時   

平成19年9月29日（土） 午後2時30分～5時  

3 場  所   

兵庫県私学会館（地図は裏面参照） 4F大ホール  

〒650－0012 神戸市中央区北長狭通4丁目3－13  

TEL（078）331－6623 FAX（078）321－5968  

4 プログラム  

項 目   演題・発●表音   

基■調講■演  演題：「腫瘍内科と外来化学療法」  

座長：小林研二  演者：南博信   

（近畿中央病院副院長）   （神戸大学医学部腫療内科特命教授〉   

パネルディスカッション   「各拠点病院における現状と課題」   

座長：南 博信   ①神戸市立医療センター中央市民病院の事例   

（神戸大学医学部教授）   ②県立淡路病院の事例   

座長：細谷 亮   ③県立がんセンターの事例   

（神戸市立医療センター中  ④他の拠点病院の事例   

央市民病院外科部長）   ⑤全体討論   

（※）兵庫県がん診療連携協議会：国のがん診療連携拠点病院の整備指針に基づき、都道府県型がん診療連携拠  

点病院である兵庫県立がんセンターに設置した協議会です。本県のがん診療  

連携拠点病院、県医師会等の関係機関、患者全代表で構成しています。  
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兵庫県がん診療連携協議会（※）「がん登録」部会主催  

「がん登録推進セミナー」の開催  

1 目  的   

国の「がん対策推進基本計画」において、重点的に取り組むべき課題の一つとして「がん登録   

の推進」が挙げられ、がん登録に関する各取組例を情報提供するなどして、がん登録を着実に実   
施していくことが求められています。   

そこで、本協議会は、このたび、地域がん登録及び院内がん登録の専門家の先生をお招きしし   

て、がん登録の役割や院内がん登録の推進に関する留意事項等を学ぶことを通じて、本県のが   

ん登録の推進に資することを目的としたセミナーを開催することとしました。  

がん診療を行っている医療機関の関係者の方々のご参加をお待ちしています。   

2 日  時   

平成19年10月13日（土）午後2時から4時   

3 場  所   

兵庫県医師会館 大会議室（地図は裏面参照）  

〒65卜8555 神戸市中央区磯上通6一卜11  

TEL（078）23ト4114 FÅX（078）23ト訂‖1   

4 プログラム  

時間   項 目   発 表 者等   

50分  基調講演1  演題：「地域がん登録の役割と棲能J  

（質疑  

応答  座長：鷺見宏  演者：岡本直幸氏   

を含   （兵庫県健康生活部   （神奈川県立がんセンター臨床研究所   

む）   健康局疾病対策課長）   がん予防一医療情報研究部門長）  

（地域がん登録全国協議会理事長）   

50分  基調講演2  演題：「院内がん登録の推進に関する留意事項」  

（質疑  

応答  座長：和田安彦  演者：猿木信裕氏   

を含  （関西労災病院  （群馬県立がんセンター手術部長・がん登録室長）   

む）  医療情報部長）  

20分   意見交換・討論  

司会進行：小林誠  演者と会場参加者による意見交換・討論   

（兵庫県健康財団  

がん登録課長）  

（※）兵庫県がん診療連携協議会：国のがん診療連携拠点病院の整備指針に基づき、都道府県挙がん診療連携  

拠点病院である兵庫県立がんセンターに設置した協議会です。本県のがん  

診療連携拠点病院、県医師会等の関係機関、患者会代表で構成しています。  
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相談支援に関する医療従事者向けセミナー  

1 日  時   平成19年10月27日（土）14：30～17：00  

2 場  所   兵庫県私学会館 4F 大ホール（別添地図をご参照願います）  

〒650－0012 神戸市中央区北長狭通4－3－13  

3 プ■ログラム  

時間   項  目   発 表 者等   

60分  r第1部】   演題：「がん診療連携拠点病院の役割と機能」   

（質疑   基調講演  （緩和ケテ、医療連携を中心に）   

応答を  演者：谷水 正人氏・   

含む）  座長：高塚雄が  （独立行政法人国立病院機構四国がんセンター  

（関西労災病院副院長）  外来部長）  

演題：「相談支援センターの役割と機能」  

（具体的な事例を中心に）  

演者：菊内 由貴氏  

（独立行政故人国立病院機構四国がんセンター  

がん看護専門看護師）   

30分  【第2部】   ○ 総合病院の現状1（近畿中央病院）  

現状報告  古川妙子（看護師長）－  

（1病院10分×3痛院）  

富田幸典（メディカルソーシャルワーカー）  

司会：渡逢克幸  

（兵庫県健康生活部健康局  

疾病対策課主査）   橋口 周子（がん看護学修士課程修了者）   

60分  【第3部】  

意見交換・討論  

○演者と会場参加者による意見交換・討論   

司会：梅木雅彦  

（兵庫県立淡路病院  

外科部長）  
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日 時 平成19年11月10日（土）  

14：30－17：30  
場 所 ∴神戸大学医学部 6F大講義室一  

次 第  

（1）基調講演14：30－15：20  
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鳥取県知事  

がん診療連携拠点病院の指定に係る推薦について（通知）   

このことについて、がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（平成18年2月1日付  

健発第0201004号）に基づき、推薦意見書及びその他関係書類を添付の上、下記の  

医療機関を推薦します。  

記  

1都道府県がん診療連携拠点病院   

国立大学法人鳥取大学医学部附属病院（新規指定）  

2 地域がん診療連携拠点病院   

鳥取県立厚生病院（指定更新）   

独立行政法人国立病院機構米子医療センター（指定更新）  

担 当  

医療政策課 谷本  

電  話：0857【－26－7172  
ファクシミリ：0857－21－3048  

電子メール：tanimo七om＠pref，tOttOri．jp  
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